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 資料 

福岡県内のWBGTと熱中症救急搬送者数の概況（2022年） 

 

髙尾佳子 

 

福岡県におけるWBGTと熱中症救急搬送者数の傾向把握を行った。県内12か所のWBGTを比較すると太

宰府、久留米の順で高かった。WBGTは6月には危険レベルになる日があり、7月や8月は約8割の日で危

険レベルだった。熱中症による救急搬送者は3,117人で、5月には重症者が発生していた。WBGTが危険

レベルの日の救急搬送者は、厳重警戒の日と比べ6倍以上だった。 

 

［キーワード：暑熱、WBGT（暑さ指数）、熱中症、救急搬送］ 

 

１ はじめに 

 気候変動により県内でも気温が上昇し、福岡の年平均気

温は100年あたり2.4℃上昇している1)。また、今後も気温

上昇が予測されており、熱中症対策は喫緊の課題である。

環境省と気象庁は、2021年4月より「熱中症警戒アラート」

の運用を開始し2)3)、2023年5月には熱中症対策実行計画が

法定計画に位置づけられるなど4)、対策が進められている。

当県における熱中症対策推進のため、県内のWBGT及び熱中

症救急搬送者数の傾向把握を行ったので報告する。 

 

２ 方法 

環境省が提供する WBGT、消防庁が提供する熱中症救急

搬送者数及び福岡県の人口を収集した 3)5)6)。WBGT は県内

12 か所の 1 時間ごとの実況値が取得できる。各地点の日

最大を算出し、12地点の最大値を代表値として使用した。

なお、熱中症救急搬送者数は 5月から 9月の情報であるた

め、WBGTも 5月から 9月の情報を用いた。WBGTの区分は

「日常生活における熱中症予防指針 Ver.4」の日常生活に

関する指針を参考に表 1とした 7)。人口については、保健

統計において 10月 1日現在の人口を用いることが多く、

搬送者は日本人に限らないため、2022年 10月 1日現在の

総数を用いた。熱中症救急搬送者数の年齢区分は表 2に示

す区分であるが、人口は年齢別のため 7歳未満を乳幼児と

した。傷病程度区分（表 3）、発生場所区分（表 4）は消防

庁の区分である 5)。 

表 1 WBGT区分 

区分 WBGT

危険 31℃以上

厳重警戒 28℃以上31℃未満

警戒 25℃以上28℃未満

注意 25℃未満  

表 2 年齢区分 

区分 搬送者数の年齢区分 人口の年齢区分

新生児 生後28日未満 －

乳幼児 生後28日以上満７歳未満 7歳未満

少年 満７歳以上満18歳未満 同左

成人 満18歳以上満65歳未満 同左

高齢者 満65歳以上 同左  
表 3 傷病程度区分 

傷病程度 程 度

死亡 初診時において死亡が確認されたもの

重症 傷病程度が３週間の入院加療を必要とするもの

中等症 傷病程度が重症または軽症以外のもの

軽症 傷病程度が入院加療を必要としないもの

その他
医師の診断がないもの及び傷病程度が判明しないもの、

並びにその他の場所に搬送したもの  
表 4 発生場所区分 

発生場所 場所

住居 敷地内全ての場所を含む

仕事場① 道路工事現場、工場、作業所等

仕事場②
田畑、森林、海、川等

　※農・畜・水産作業を行っている場合のみ

教育機関
幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、

専門学校、大学等

公衆(屋内)

不特定者が出入りする場所の屋内部分

（劇場、コンサート会場、飲食店、百貨店、病院、公衆

浴場、駅(地下ホーム)等

公衆(屋外)

不特定者が出入りする場所の屋外部分

（競技場、各対象物の屋外駐車場、野外コンサート会

場、駅(屋外ホーム)等

道路 一般道路、歩道、有料道路、高速道路等

その他 上記に該当しない項目  
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5 種類の異なる生物が検出された。検出された 29 種類の

うち、目まで同定できたものは 28検体で、残りの 1検体

は破損が著しいため綱以上の高次分類群までしか同定で

きなかった。検出数が多かった分類群としては、コウチュ

ウ目が 7検体と最も多く、次いでハエ目の 6検体、ゴキブ

リ目の 4検体、チョウ目の 3検体であった。これらの分類

群は、農業害虫や乾燥食品の害虫、不快害虫などとしてよ

く知られる種が多く含まれる目である。 

コウチュウ目のうち、ハネカクシ科、カツオブシムシ科、

ゴミムシダマシ科、シバンムシ科がそれぞれ 1検体ずつ検

出された。残りの 3 検体は科以下の同定はできなかった。

後者の 3科は、乾燥食品や家畜飼料、乾果、動物質の繊維・

皮革、書籍や建材など、乾燥した食品・製品を食害するこ

とでよく知られた種が多く含まれる科である 9)。 

ハエ目のうち、ショウジョウバエ科が 2検体、カ科及び

ユスリカ科がそれぞれ 1検体ずつ検出された。残りの 2検

体は科以下の同定はできなかった。ショウジョウバエ科は、

主に樹液や熟した果実や野菜、ぬかみそ、そこに発生する

酵母を餌とし、それらに産卵を行うため、食品衛生上、重

要な分類群として知られている 9)。 

持ち込まれた検体のうち、種まで同定できたものの内訳

を表 2に示す。計 13検体が種まで同定され、そのうち 11

検体は食品中異物、家屋内発生と由来不明が 1検体ずつで

あった。このうち、チャバネゴキブリとヨトウガは複数回

検出された。表 2に示す種のほとんどは、古い時代から食

品混入や家屋内害虫として問題視されている節足動物で、

継続して一定の問題を起こしていることがわかる。 

今後も本試験の動向を整理していきたい。 
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図 2 2022年度における月別の依頼件数と内訳 

表 1 各月における目別の検出数 

表 2 種まで同定できた 13検体の種名と発生状況 
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３ 結果 

12地点の WBGTを日別に比較し、最大となった日数（重

複有）を表 5に示す。太宰府が最も多く、次いで、久留米

だった。 

WBGTの月別集計結果を表 6に、WBGTレベル別の日数を

表 7に示す。5月は最大値でも 27.4℃と警戒レベルだった

が、6月には最大値 31.5℃で危険レベルの日が 6日あった。

7月及び 8月は平均が 31℃以上で危険レベルの日がそれぞ

れ 25日、24日と多かった。9月には WBGTがやや低くなる

ものの、危険レベルの日が 9日、厳重警戒レベルの日が 7

日あった。 

図 1に WBGTと搬送者数の散布図を示す。搬送者が 1人

以上いる場合をプロットした。5月は WBGTが 20℃未満の

日において救急搬送が発生していた。WBGTが同じでも、5

月から 7月に比べ、8月や 9月は搬送者数が少ない傾向が

みられた。5 月や 6 月は体が暑さに慣れていない時期で、

WBGTが低くても熱中症に対する注意が必要である。 

表 8に月別傷病程度別の熱中症救急搬送者数を示す。期

間を通じて死亡者はいなかった。搬送者数は 7月が最も多

く、7月及び 8月はそれぞれ 1,000人を超えていた。5月

にはすでに搬送者が発生しており、その中には重症者も含

まれていた。 

WBGT レベル別では（表 9）、危険レベルの日は搬送数が

多く、厳重警戒の日の 6倍以上の搬送があった。各レベル

において、中等症は 4割程度、軽症は 6割程度と WBGTレ

ベル別では同じような傾向がみられたが、注意レベルや警

戒レベルの日においても重症者が発生しており、WBGT が

高くない日でも対策は必要である。 

年齢区分別の搬送者を表 10 に示す。熱中症救急搬送者

数の区分は、この 4区分に加え、新生児、不明の 2区分が

あるが、2022 年は新生児及び不明に区分される搬送はな

かった。各年齢区分の人口に大きな差があり搬送者数を単

純に比較できないため、人口 10 万対で比較した結果を図

2に示す。WBGTが危険レベルの日は、高齢者の搬送が突出

しているが、高齢者に次いで少年の搬送も多かった。厳重

警戒、警戒、注意のレベルでは、高齢者と少年がおおよそ

同程度であり、高齢者に加え少年についても十分な対策が

求められる。 

WBGT 区分別発生場所別の割合を図 3 に示す。どのレベ

ルにおいても住居での発生が圧倒的に多かった。住居を除

くと、危険や厳重警戒レベルでは、道路、仕事場①での発

生割合が高く、警戒や注意レベルでは、教育機関、公衆（屋

外）、道路での発生割合が高かった。 

 

 

 

表5 WBGT最大日数 

地点名 日数 地点名 日数

宗像 12 太宰府 43

八幡 1 添田 12

行橋 15 朝倉 16

飯塚 0 久留米 26

前原 18 黒木 2

福岡 10 大牟田 17  
表6 月別WBGTの概況 

平均 最小値 最大値 日数

5月 23.3 18.7 27.4 31

6月 27.7 22.3 31.5 30

7月 31.7 28.9 34.2 31

8月 32.1 27.3 34.4 31

9月 28.5 22.6 32.3 30

全体 28.7 18.7 34.4 153  
表7 月別WBGTレベル別日数 

危険 厳重警戒 警戒 注意 計

5月 0 0 9 22 31

6月 6 9 8 7 30

7月 25 6 0 0 31

8月 24 5 2 0 31

9月 9 7 12 2 30

計 64 27 31 31 153  
表8 月別傷病程度別熱中症救急搬送者数 

死亡 重症 中等症 軽症 その他 計

5月 0 4 54 76 3 137

6月 0 8 229 310 0 547

7月 0 11 515 695 16 1,237

8月 0 12 402 593 0 1,007

9月 0 0 65 120 4 189

計 0 35 1,265 1,794 23 3,117  
表9 WBGTレベル別傷病程度別熱中症救急搬送者数 
レベル 重症 中等症 軽症 その他 計

危険 28 982 1,401 18 2,429

厳重警戒 2 163 228 2 395

警戒 2 92 127 2 223

注意 3 28 38 1 70

全体 35 1,265 1,794 23 3,117  
表10 区分別人口と搬送者数 

区分 年齢区分 人口 搬送者数

乳幼児 7歳未満 281,250 19

少年 7-18 503,197 408

成人 18-65 2,759,439 1,036

高齢者 65歳以上 1,407,912 1,654  
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図 1 WBGTと搬送者数 

 

 

図 2 WBGT区分と搬送者数（人口 10万対） 

 

 

図3 WBGT区分別発生場所別割合 
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